
小学部 ６年 生活単元学習 学習指導案 

日 時：令和７年９月２２日（月）１０：３５～１１：２０ 

場 所：小学部６年１組教室、小学部多目的教室 

指導者：○○（Ｔ１）○○（Ｔ２） 

    ○○（Ｔ３）○○（Ｔ４） 

 

１ 単元名  ようこそ！ろくいちすまいるらんどへ ～１年生と遊ぼう！～ 

 

２ 児童と単元 

（１）児童について 

本学年は、男子５名、女子４名の計９名である。男子１名は車椅子を使用しており、集団の半数に
あたる５名が、自閉スペクトラム症を有している。普段は２学級に分かれて過ごしており、実態差が
大きい集団であるが、生活単元学習の中心単元は学年で行っている。 
全員が、簡単な言語での指示を理解して行動できる。また全員が、言葉で話す、選択肢から選ぶな

ど、自分なりの方法で思いを表すことができる。これまで教師の支援を受けながら、自分たちの気持
ちや意見を出し合って物事を決めるなど、児童同士でやり取りする経験を重ねてきている。初めての
活動を苦手としている児童もいるが、「友達と一緒にやってみよう」という気持ちをもって取り組む
ことができる。 

６年生として、下学年の手本となりたいという思いから、挨拶や発表に積極的に取り組む姿が増
えてきた。特に１年生への関心が高く、教室に遊びに行ったり、優しく話し掛けたりしている様子が
見られる。しかし、相手の思いを汲めず、一方的な関わりになることもある。 

 

（２）単元について 

年度初め、児童に思いや願いを聞き取ったところ、「友達といろいろなことにチャレンジしたい」「他
学年とたくさん交流がしたい」「小学部のリーダーとして頼られたい」などの願いをもっていることが
分かった。児童は昨年度、自分たちが作ったゲームセンターと屋台に低学年を招待した経験があり、
交流への期待や意欲が大きい。１学期は、１年生と一緒にじゃがいも掘りをしたり、昼休みに歯磨き
の仕方を教えに行ったりするなどの交流を重ねており、「１年生ともっと仲良くなりたい」「一緒に遊
びたい」という気持ちが高まった。 
本単元では、１年生との交流会に向けた準備を行う。どうしたら１年生と楽しく遊べるのか、喜ん

でもらえるのかを考える中で、１年生の好きなものや苦手なものを知って、主体的に遊び場や招待状
の制作に取り組む児童の姿を期待したい。夏季休業前、今後の交流に向けた話合い活動では、「一緒に
かくれんぼがしたい」という意見が最も多く挙がった。かくれんぼは、ルールがシンプルで、体を動か
したり繰り返しのやり取りをしたりして友達とコミュニケーションを図ることができる遊びである。
また、遊び場は、１年生の好きな色やもので装飾したり、隠れられるように工夫をしたりしながら制
作することができる。交流を通して、自分から１年生に話し掛けたり、目線を合わせてやり取りを楽
しんだりと、思いやりの気持ちを表現する姿にもつながると考える。学年の仲間と協力する楽しさや
達成感を経て、他学年との関わりがさらに広がることを期待し、本単元を設定した。 

 

（３）指導に当たって 

目標を達成するために以下の手立てに留意し、指導に当たる。 
・活動の流れやゴールまでの見通しがもてるよう、顔写真やイラストの入った単元計画、一時間の流
れを提示する。交流の準備は、遊び場を作る、遊ぶ、振り返るという流れで繰り返していく。 

・自分たちでやり遂げる経験ができるよう、児童主体の話合いの場を設定する。自分の思いを表出し
たり、友達の意見を聞いたりできるよう、教師は選択肢や話形を示したり仲立ちをしたりする。 

・制作活動は、児童同士で協力したりやり取りしたりする場面が生まれるよう、一人では制作が難し
い大きな素材を準備したり、児童の実態を考慮した役割分担や活動を工夫したりする。 

・１年生に合わせた関わりができるよう、休み時間など授業以外でも交流の機会をもつ。また、交流
会は２回設定し、一人一人が交流相手を意識できるよう、１年生と６年生のペアでの活動や、１年
生の学級担任へのアンケートを学習活動に取り入れたりする。 

・交流に向けた自分たちの活動を評価できるよう、活動のチェック項目を設定する。 
・１年生が楽しんでいる姿に気付いたり確かめたりできるよう、写真や動画を活用して振り返りを
行う。 



３ 目標 
（１）１年生の好きなものや関わり方を知り、相手に合わせて遊ぶ。 

【知識及び技能】 
（２）１年生が楽しむことをイメージし、どんな遊び場がいいのかを考えて制作したり、友達と思いを

伝え合ったりする。                    【思考力、判断力、表現力等】 

（３）交流会の成功に向けて、友達と協力したり自分の役割を果たそうとしたりする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

４ 目標に対する評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①１年生の好きなものが分か

り、遊び場や招待状に取り入

れようとしている。 

②１年生と目線を合わせて、話

し掛けたり一緒に隠れようと

したりしている。 

①１年生が喜ぶか、かくれんぼ

で遊べるかなどを考えたり、

チェックしたりしている。 

②自分の頑張ったことや１年生

のために工夫したことを友達

に伝えている。 

①仲間と協力して一つの目的を

達成する楽しさや達成感を味

わう。 

 

５ 単元計画（総時数１８  本時１４／１８時間） 

時
数 

学習内容 
評価の観点 

主なねらい 
知 思 主 

４ 

作戦会議をしよう① 
・１年生とどんな活動がしたいのかを話
し合う。 

・１年生の好きなものを考えたり、１年生
の担任にアンケートを取ったりして、情
報収集をする。（アンケート①） 

・１年生の好きなものを参考に作る物を
決める。 

① ②  

・自分の気持ちを言葉や身振りで伝
えたり、選択肢から選んだりして
友達に伝える。 

・１年生の好きなもの（苦手なもの）
を知る。 

・交流までの流れに見通しや期待感
をもつ。 

４ 

作ろう、遊んでみよう① 
・１年生の好きなもの（色、キャラクター、
遊びなど）を取り入れた遊び場（家、テ
ント等）を制作する。 

・かくれんぼができるかを確かめる。 

① 
① 

② 
 

・話し合ったことを基に、友達と協
力して制作に取り組む。 

・活動表のチェック項目に沿って、
制作した物を確かめたり、感想を
伝え合ったりする。 

１ 
招待状を作ろう 
・ペアの友達に招待状を作成する。 
・１年生に招待状を届ける。 ① 

② 
  

・ペアの友達に向けて、大きく丁寧
な文字で招待状を書く。 

・目線を合わせて、「○○さん、ろく
いちすまいるらんどに来てくだ
さい」と話し、招待状を渡す。 

１ 

ようこそ！ろくいちすまいるらんどへ① 
・１年生を招待し、楽しんでもらえるよ
う、遊び場の紹介をしたり、ペアの１年
生を誘って一緒に遊んだりする。 

・１年生から交流の感想を聞いたり、担任
にアンケートを取ったりする。（アンケ
ート②） 

②  ① 

・１年生と楽しく交流できるよう、
友達と協力したり、自分の役割を
果たしたりする。 

・ペアの１年生の名前を呼んで話し
掛けたり一緒に行動したりする。 

・１回目の交流の達成感を味わうと
ともに、もっと楽しませたいとい
う気持ちをもつ。 

１ 

作戦会議をしよう② 
～もっと楽しんでもらうために～ 
・１回目の交流を動画やアンケート等で
振り返る。 

・遊び場をレベルアップさせるための考
えを話し合う。 

① ②  

・１年生の表情や様子に着目しなが
ら、交流を振り返り、気付いたこ
とを伝え合う。 

・２回目の交流でさらに楽しんでも
らえるように、どんな工夫ができ
そうか意見を出し合う。 



３
（
本
時
３
／
３
） 

作ろう、遊んでみよう② 
・１年生にさらに楽しんでもらえるよう、
遊び場を改良する。 

・危なくないかを遊んで確かめる。 ① 
① 

② 
 

・遊び場の形や大きさを変えたり、
材料を付け足したりするなど、工
夫して制作する。 

・よかった点や改善点（こうしたら
もっとよくなる）を伝え合う。 

２ 

招待状を作ろう 
ろくいちすまいるらんどを完成させよう 
・ペアの友達に招待状を作成する。 
・１年生に招待状を届ける。 
・ろくいちすまいるらんどを完成させる。 

① 

② 
①  

・見やすさや装飾など、相手が喜ぶ
招待状を考えて、制作する。 

・望ましい入室の仕方や渡し方を考
えて、招待状を渡す。 

・ろくいちすまいるらんどを仕上
げ、交流への期待や意欲を膨らま
せる。 

１ 

ようこそ！ろくいちすまいるらんどへ 
・友達と協力し、１年生をもてなしなが
ら、一緒に交流を楽しむ。 

・１年生から交流の感想を聞いたり、担任
にアンケートを取ったりする。 

②  ① 

・１年生に交流を楽しんでもらえる
よう、友達と協力したり、自分の
役割を果たしたりする。 

・自分から１年生と関わり、一緒に
交流を楽しむ。 

１ 

振り返ろう 
・２回目の交流を動画やアンケート等で
振り返る。 

・交流が成功した理由を伝え合う。 
  ① 

・１年生に喜んでもらったことや、
みんなで協力しやり遂げたこと
を認め合う。 

・次はどんな交流をしたいかを話し
合い、期待感をもつ。 

 

６ 本時の計画 
（１）全体の目標 
  ・１年生と楽しく、安全に隠れて遊べるように、ろくいちすまいるらんどを準備したり、工夫した

点や遊んで確かめた感想を伝え合ったりする。         【思考力、判断力、表現力等】 

  

（２）児童の実態と目指す姿 

児童 実態 単元を通して目指す姿 本時の目標 

Ａ 

男 

 自分の意見に自信がな
く、周囲の発言や意見に流
されやすいが、伝える場面
で積極的に発言できる。 
関わり方が分かると、下

学年の友達に自分から優
しく接することができる。 

・１年生が喜びそうなアイ
ディア等、自分の考えをも
ち、制作したり友達に伝え
たりする。 

・「○○さん、こっちだよ」等
自分から言葉を掛けてペ
アの１年生と一緒に活動
する。 

・１年生が安全に遊べ
るかを確かめ、自分な
りの言葉で伝える。 

 

Ｂ 

男 

 こだわりがあり、自分の
意見を通そうとすること
がある。選択肢からしたい
ことを選んだり、言葉で伝
えたりできる。 
学級の友達や教師等、親

しい相手に、自分から関わ
りを求めることができる。 

・１年生の好きな物を取り
入れながら制作をする。 

・自分からペアの１年生の
手を引いたり、言葉を掛け
たりして関わる。 

・１年生のために工夫
したことを、実物や写
真を手掛かりに伝え
る。 

 

Ｃ 

女 

 気持ちを整理する時間
をとることで、友達の意見
を受け入れ、気持ちを切り
替えたり譲ったりできる。 
下学年の友達に優しく

関わろうとするが、関わり
方が一方的になってしま
うことがある。 

・友達の意見を受け入れな
がら、制作する。 

・目線を合わせたり、名前を
呼んだりしながら、ペアの
友達と一緒に活動する。 

・１年生の気持ちや喜
ぶことを考えながら
制作に取り組む。 



Ｄ 

女 

 積極的に自分の意見を
話したり、友達の意見を聞
いたりする。 
下学年の友達と一緒に

遊んだり、「どうしたの？」
「おいで」と優しく話し掛
けたりする。 

・１年生のことを考えなが
ら意見を出したり、制作に
取り組んだりする。 

・ペアの１年生の気持ちや
動きに合わせて、話し掛け
たり遊んだりする。  

・制作物にどのような
工夫したのか、理由を
付けて分かりやすく
報告する。 

Ｅ 

男 

体調や気持ちに波があ
るが、積極的に意見を話し
たり、友達の意見を聞き、
まとめようとしたりする。 
下学年の友達との関わ

り方に恥ずかしさを感じ
ることがあるが、相手の反
応を見ながら優しく関わ
ることができる。 

・１年生が喜んだり、楽しん
だりできるようなことを
考えて、意見を出したり制
作をしたりする。 

・ペアの１年生に合わせた
話し方や誘い方をしなが
ら一緒に遊ぶ。 

・「１年生が喜ぶ」こと
をイメージして制作
をしたり、制作物をチ
ェックしたりする。 

Ｆ 

男 

 自分の思いを写真やイ
ラストなどの選択肢から
選んで伝える。教師と一緒
に、「○○さん、お願いしま
す」と依頼したり、物の受
け渡しをしたりできる。 
遊具を譲るなど、下学年

の友達と穏やかに場や物
を共有して遊ぶ。 

・友達や教師の支援を受け
ながら、自分の気持ちを選
んで伝えたり、制作に取り
組んだりする。 

・ペアの１年生の顔を覚え、
教師を介して、目を合わせ
る、手を添えるなどの関わ
りをもつ。 

・自分の頑張った部分、
喜んでほしい相手（ペ
アの１年生）を指さし
で伝え、活動表に花丸
を貼る。 

Ｇ 

男 

積極的に自分の気持ち
や意見を発表する。音声チ
ックがあり、話しているこ
とが分かりづらいことが
ある。 
面倒見が良く、下学年の

友達に積極的に話し掛け、
関わりをもとうとする。  

・１年生のために作りたい
物を考えたり、１年生の好
きな物を取り入れて制作
したりする。 

・ペアの１年生と目線を合
わせてゆっくり話し掛け
たり、一緒に遊んだりす
る。 

・遊んだ感想や制作物
の良かったところを
見付けて伝える。 

Ｈ 

女 

好きな物ややりたいこ
となど、選択肢から自分の
気持ちを選ぶ。 
関わったことのある特

定の友達には、名前を呼ん
だり、自分から挨拶をした
りする。 

・やりたいことを選択し、自
分の役割が分かって、制作
活動に取り組む。 

・ペアの１年生の名前を覚
えて呼んだり、優しく言葉
を掛けたりしながら一緒
に活動する。 

・教師と一緒に遊具の
安全を確かめて、友達
に伝える。 

Ｉ 

女 

 体調や気持ちに波があ
り、不安定なときは、暴言
や他害がある。 
 活動の流れや自分の役
割に見通しをもつことで
安心して活動に取り組む。  
学年以外の友達との関

わりが少なく、近くの教師
を介して自分の要求や気
持ちを伝えている。 

・安定した気持ちで、自分の
気持ちや要求を伝えたり、
友達や教師の働き掛けに
応じたりする。 

・教師を介して、ペアの１年
生に優しく言葉を掛けた
り、楽しい雰囲気や場を共
有したりする。 

・制作物を見て、「○○
を頑張りました。○○
さんに喜んでほしい
です」と発表する。 

 

 

 

 



（３）学習過程 

時間 
学習活動 

めあて 振り返り 

指導上の留意点等 

・教師の支援  評価基準 

７分 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
17分 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
12分 

 
 
 

 
 
 
 
7分 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
1分 

１ 前時までを振り返り、本
時のめあてを知る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ ろくいちすまいるらん
どを改良する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ ろくいちすまいるらん
どをチェックする。 

 
（１）グループごとに報告を

行う。（５分） 
（２）ろくいちすまいるらん

どで遊ぶ。（７分） 
 
４ 本時の振り返りを行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 次時の予告をする。 
 

・前時までの活動を思い出せるよう、単元計画や前時の活
動の様子の写真を提示する。 

・めあてを意識できるよう、一部を空欄にし、児童の言葉
でめあてを完成させる。 

・めあてをより具体的にするために、前時までの活動状況
を踏まえ、グループごとの「今日のレベルアップポイン
ト」を押さえる。 

・（A）（B）（C）本時のめあてをつかむことができるよう、
めあてやレベルアップポイントをイラストを添えて提示
する。 

・見通しをもてるよう、グループに分かれて、活動内容の
確認や役割分担等をする時間を設定する。 

・（D）（B）（C）自分の得意なことややりたいことを表出で
きるように、選択肢から役割を選ぶ。 

・交流当日をイメージしやすいように、多目的教室に移動
して制作を行う。スムーズに制作活動に入れるよう、材
料や用具、前時までに作った制作物を多目的教室に準備
しておく。 

・レベルアップのポイントを意識できるよう、アンケート
結果やチェック項目を示した活動表を掲示する。 

・（D）安定した気持ちで活動できるように、グループ内の
役割や参加の仕方を、事前に選んだり決めたりしておく。
また、友達からの働き掛けに応じられるように、Ｔ４が
仲立ちをする。 

・友達と協力できるように、「○○さん大変そうだよ」と様
子を伝えたり、依頼の仕方を知らせたりする。 

・遊び場を体験的にチェックできるよう、自由に遊ぶ時間
を７分間設定する。 

・グループごとにどんな工夫をしたのかが分かり、チェッ
クし合えるように、遊ぶ前に活動を報告し合う。 

・チェックすることを意識できるよう、「○○さんが喜びそ
うだね」「危ないところはないかな」など、チェック項目
に沿った言葉掛けを行う。 

 
・本時の学びを実感できるように、制作物の学習開始前と
学習後の状態の変化を写真で提示する。 

・友達と認め合えるよう、遊んだりチェックしたりした感
想を発表し合う。 

・めあての達成状況が視覚的に分かるよう、グループごと
に、活動表に花丸を付けていく。 

・言葉で伝えることが難しい児童が、思いを伝えられるよ
うに、選択肢や話型、ジェスチャーを示したり、言葉を
代弁したりする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・次時に見通しや期待がもてるよう、単元計画を見ながら、
次時の活動を伝える。 

 

めあて 

あんぜんでたのしい 

ろくいちすまいるらんどに

レベルアップさせよう。 

振り返り 

・お家の中で○○して遊べるよう、

中に○○を作った（入れた）。 

・１年生が喜ぶように、テントに電

球をつけた。 

・ダンボールがギザギザしていない

か確かめた。 

 

評価基準 

・「レベルアップポイント」が分かり、グループの友達

と１年生が楽しむための工夫をしたり、遊具の安全

を確かめたりしていたか。 【活動の様子、発言】 

・活動を振り返り、工夫した点やチェックしたことな

ど、友達に伝える姿が見られたか。 

【振り返り、発言】 



（４）配置図   

活動１（６年１組教室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  活動２（多目的教室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動３～５（多目的教室）※活動４で、テレビ、ホワイトボード②を設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テントグループ 

お家グループ 

消防署・乗り物グループ 

 

 

Ｅ 

黒板 

Ｆ Ｈ Ｉ 

Ｃ Ｂ Ｄ Ａ 

Ｇ 

Ｔ１ 

Ｔ２ 

Ｔ４ 

Ｔ３ 

ピアノ 

黒
板 

ホワイトボード① 

黒
板 

Ｆ 

Ｈ 

Ｃ 

Ｉ 

Ｇ 

Ａ 

Ｄ 

Ｂ 

Ｅ 

Ｔ４ 

Ｔ３ 

Ｔ１ 

Ｔ２ 

ホワイトボード① 

 
ピアノ 

ホワイトボード① 

黒
板 

黒
板 

Ｔ１ 

Ｈ 

Ｆ 

Ｅ 

Ｄ 

Ａ 

Ｂ 

Ｉ 

Ｃ 

Ｇ 

お家 

消防署 

テント 

道具置き場 

Ｔ２ 

Ｔ３ Ｔ４ 

テレビ 

制作の内容に応じて 

長テーブルを設置する。 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
② 



 

（５）板書計画 

ホワイトボード① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※活動２で、６年１組教室から小学部多目的教室に移動。 

 

活動表（グループごと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

※活動２では、各グループの活動場所付近に掲示する。 

※活動４では、ホワイトボード②にまとめて掲示する。 

  

 

制作物の 

写真 

 

 

 

◎１回目の交流をしてみて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レベルアップポイント① ◎ 

レベルアップポイント②  

あんぜんにあそべるか。  

 

 

 

 

 

                                 

ゴーゴー９ ようこそ！ろくいちすまいるらんどへ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 

あんぜんでたのしいろくいちすまいるらんどに

レベルアップさせよう。 

 

（単元計画） 

  

  

  

  

  

  

 

１．めあて 

２．つくる 

３．ほうこく 

４．あそぶ 

５．ふりかえり 

１グループ 

今日のレベルアップポイント 

２グループ ３グループ 

アンケート② 
・交流の様子 

・よかった点 

・改善点 

アンケート② アンケート② 

 

例えば 

・お家の中を作る。 

（まとあて、お風呂等） 

・テントに電球をつける。 

・乗り物を装飾する。 

 

・ぶつかっても倒れない。 

・ギザギザしたり、とんがったり

していない。など 

１年生の写真 

       
 

グループ名         メンバー         

       
 

       
 

       
 

○○さん、○○さんにもっと楽しんでもらうために 


